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出本馬 O 少な術学部 に少漆のに大そ高記費と ななあ’文 後平石が平てや ガ長そ布たて、、て 緯 かもれがが六が所 あ 徳j幕府,, 吉成易可たる 出
ノレ島良江名なっ（、、そなし喰改もなれ額録はいオ建ら為り、際そに戸造、戸、 ノレ崎れ教徳あい出がこれ た禁 年 入知 がきををが

で順漢に場た江物商のるず塗善た利はなが銀うラ築ば にれ破商の請時失 人市に清川 つる島あの た Z 、じ自に室が 江ら 南れ始得 近長島の
メあががので 。戸理社間 t つり にら益 E 賃残 二年ン物 民建挫に壊館立 代望 を街も動幕たがはる出、れそらへかさ置江のれ 蛮 めてキ世の 、

i つ、、ぼあそ期学な、石自のもしを重貸さ O 間ダで活物造対をが派守のの ーに拘へ府。、一。島日たんれ向けれか 代戸時 もるの 易重貿を 急る、リま港立
ノレた福勝るりこに、ど出造分倉、た会要事｜：れ O 貨同あ とはにし命要な き 商色 カ わのは一 般 の よな、かてたれ つよ 速とーシでは

がと沢海と、はは天の島のた庫幕の社ででて貫貸，るいす吋てじ塞建 J 館を 所主ら弾、六警に 立李うれつののて t ぅ歪 に 五タは 地 出
記も諭舟い各西蘭文機は洋ちを府で（ああお口料」必うぺた長た化築 に隠 に自ず庄ポ 一室 、 地最に代 外海た てこはいに 奥1朱 に Fと只 者イ市会七~ 主 各七ン 半農半漁 南 島
しい吉がわ藩洋学学能現風に建とあオりつり、をの出 要こてつ iii奇ヲきで 2 っそ 集由 者 をノレ 二 初オ に初、の 傾斜急 と、たは なな視 地 ー 大名!: ヰヒ
たえが、れかをとをを在建令て粘るラ、た、建支 は t 和たの れあ日じいう めに 次卜年そラ つの I島は1':P1 こ で － 。そ つりし か年 に
出る憧坂るら学総始兼で築つ、り 。ン 少かこ物払島なだ風の出 るつ述てと 、 が第ガ以こン い本 とに あ六そのいた て に

島だれ本 。長 び称めねいまたあ強そダながのをつしかがのは島 こたをはし 離隔す 暮ら増にノレ来仁ダ て格 ていしっ＝の突付の 都交易市 長崎轄地直~ 進 商人カらぎ ポしの翌 の
のろ 、龍あ崎、しと備えで 居るいの東〈分費合て銀つ、木長は とこ姶詳て しえ強 t 住人 は的 j徳幕,, あた、た回目端近で 展 ノレてのく 建
風う学馬るに西たしえばみ住い交 ー イ t か用め入五た日造崎、 を t つ細い て絞めのキんの 、な る日 船外奉害以 のににあ し ト知巨人
景。んがい遊洋）た 、、 ら環は渉方ンもるとる居五の的建の幕 恐がてこな るいけて習リだ居 次人 。本 徳 前長、る た ガらかり
は だ、は学のの西同大れ境住をでド ー。 比とし貫でか築有府 れ分いそい こたるい易スの留 の工府当人 1幕府,, 永寛 の 行兵崎奉昨 か 0 ・ 集まノレれな込 宝島

長緒平し空日洋時使るを居重、会七日較 三 た日あらで ）J の 、かく判 。 t す事つをJ トは地 よ島の初の ー海 つ 長 そり人る村ん 日え
二 崎方賀た気本のに館よ整をね出社世本し O 。あ るいあ lllJ 命 長るよ町！と をペ態た重教ポと うて命は帰 一上 て 崎との、が 村大純 に fご と
0 の洪源者にへ先医、うえ増た島）紀 t て O a·，九 。つつ 人と 崎（両しい 決てを 。 視をノレし なあに「国のの）に 小 のし後市こ 過湾

0 中庵内は触の端学通に、改 。の とののも貫品 ー てた 二 は 移幕くてう 定の憂しし 教禁!: トて 歴つよ築2 が 海外渡 外年長 さ 名、 街の ぎの 概
年 核ががこれ窓科、商な幕築や建本間交い自の 」ー も。五い 転府主主いの しポ属、かつ ガ知 経史的 たつ馬主制 交か崎 御役西 な はさ 秀豊臣 地 地で貿 忠な奥
以 が、、 O る口学植代つ末しが築困は易かと築前 立現人え のはえなも たノレししつ ノレら 。 て 限 政ら出 岬 全ら が のかに 要
上 、松 司 O 希と技物表べ期、て面 t 莫はにの造） 派代で、 前、るい、 。 卜、、もし人れ 築 t さ航策二島 が 国に 形 許つあ

す出外橋橋る舗 初て実増増 m !: 総そ出た て に 繁華主 つののはとはーし 砲撃し 後 の禁たそガ 洋はつれこ中 日平の そ
る島のの，＿＿..， 0 図出のい録築築出でな 西 道西東北南外坪り島日 一 みちわ 日 そ 日六て にち立教立長ノレつ子、のるのに の 商オの
法へ女前で長」島理る大工だ鳥換 つ縦有二長 路側側側側周数戸の翠主さフた ~ ，~本塁れ 脅本 ＝み 島な地令地崎人ま訳夜橋筈中中 t 項 7 館 ラ場
令入性に結崎やの模が成事 て算て 役 ・ 塀 述規戊ハフ少 華る 市、の人施以を k 九せ、原みかはが 奉行所 をり・はでで外I HI しラ長ン所
とる、二ば奉そ町を、 』 がまは 1 ぃ一場九 三に模砕 0 0 し 街出場に設後移の年たオのにら外 岩波書店 こつ、に （こ でダこ
がこ局枚れ行の構伝まは行た、 る玉水 m 一 一二 九ょをに（ 建？ 地島所と・もし害に人ラ乱オも 選ば 収ホ島出 の字こは作長崎 ンあはそ
記と野の、所他成えだ、な一一 （間門） 一 三＝ 士 一 企六粍記よ宝 築 B の周へつ出幕、易ポ物ンがラう れの字は 中く；れポる つ害者聖制門のの t て大出わ八八 た（ 間 五五ハ八ハ九叫しつ暦 的長 一 辺 t て島府出をルでダ起ンヵ葉交た目るも に v はノレこで？う主凶 た員 島出
れ禁以札のあ資建い埋島れ六六 だ智 ( 哩問問l 喧喧坪 、 1； ー な史 部は大、はと島独トあにき ダ館商. がのののたと。閉 Z 周囲を ト t は記 日一
て止外が横つ料物る模のた七ー しー 約 二 四四 一一一 五著 Q 資の t 近き経少友に占ガるはた い 最項重要目 てや前めも じ γ ガに毎し言戸コ平
ぃ」の掲にたかのもな創こ年年 、九 二 尺尺尺尺尺分 わ 料、 な代〈済し好入すノレ。 と 知 あののと 込ー ノレ忙 て c 戸つ
たし出げは江ら配の増建とにと - m 一 八五九七九（ 屋島さ年 lー・そ っ以変 ・ず関るるがそ教布 き長る る、監、 め番は 水人し 新日し、 ：にた
。た家ら番戸か晋と築時がはー 問、て 八 寸寸寸寸す約 れ、 よの て降身文つ係こ 。 追うの、クこ 。し獄禁 ら人でのく る二 館商を の
こ 法ゃれ所町な F 考前か判南八 II m （（（（（ ー 舗た長 つ第 いのし化趣をとそ放し意自！と 当か島教 れが囲 、し 0 ~・ てや
の令山、が！： _9 ；えでら明側六 六横 て 約約約型約万 ~ 『 崎 大一 る 急速ti て両を保にしきた志らケがで時もで令 る立ま居向懸い 五一？ あ
制と伏そ設は詳いらあーし外四 尺ム ー 七七 一一 五五 長聖 歩 。 い面変つなてれ努が船ノずであの 周囲を あに のちれす日ヨ 命イ± 置る
札、、こ 置ー細 れるこて回年 五ハ ｜幅 0 0 九二六 三 を崎堂 出だ 奉 つにえたつ平る力なをツきつ つ 、、るに事 空ケい
は密諸にさつに五るこ O いりに す問 m 巴 O 二一八 載実書 島つ 行埋たお、のた戸とのい率ケるた震 た去 五こ町住行 ーパ て
オ輸勧はれのやl 、。と年るを西 ｜｜ 翁 一 ,__.., mm  m 七 せ録記 のた 所立のけむで 。 か、甲こいノレ 。 こに海 。な るれと居わ即 旦ツい
ラ入進「て橋明「 か以 。 拡荷 一一 間 ,__.., ,__.., '--' m' て大役 規の の~－てやるし、オらオ斐とでは ととにだい 」らのがれち ニケた
ンをな遊い（し出 ら上『幅役 ・ 一 半 ) い成で 模で 場 i ぁ重ろかラ長ラあを 城｝を扉 がつ囲かポ （の間建て石 日ノレが
ダ禁ど女た出て島 、経長す場 九 m ( る 』 あ をあ 所りる要多つン崎ンつ証 二 、てまらノレ 永人をてし、てや j は
人止が以 。 島い屋 当つ崎るの 六） 約 。 はつ みる は、。かくてダヘダて明 年 こ、れこ卜 積々二らる海 五、そ
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場蔵 L E タ物差は与にプが、査にも出ダ出かも担用緩 。戸。 る由 1 二 ｜ 姿移 ？のる店ば我て三萱う （ ー 概 あ みて丁示＋往支が両者らのが造出島
ま、｜のンがし、 目パ ロ許遊がは、 島人入にあ詞さ和だ参実」貿 日ノレ勢つ ノレ様の七な々ら届ハにメカ るしるみ寧会字、のは小 ら 敷地の ？」L
てや御 l は部並、橋夏タンさ女行検こには口はっとれきが府際村易？のは堂て は式て棟らはれ庫月記｜ピ吾 要 。 たとるにがる今 係位置関 高地れ り
、用レか屋んこか ヴホれ以な使の入、（、た共たれ少の、 を、項 『 不ま 、に、、な、、はーしノレタ茶 出、こた打道て、、 子し、形

お蔵ン、をでれら自ィフな外わ部水る沖船出 。 に関、しよ橋走行らに長しも 公改我倉い会火非 O てはンー 島江と E た路も の地は 料館資カB の 流目をlj 
よ、（ 始いらの アのかはれ屋門こに着島 長係と時うの、な一、崎たな 、生々 の社事常日い、）八 の がれれや し

そ食 L：物資 めたの道~ ，..＿ょ ったたがかと母場の 崎も〈代な門盗っ歩 オもく 言手 て身自 庫棟八を をのにに℃る i島をl]:J, と） 姿戸院でばて橋すくやか届きあ往ロ土 部
生料ばを、。道路なジうたと。置らに船）西 のあにが公の訳ても ラの設 録る 豊対小 ( な年 が誌き、おのにらそごて はれ
活の~ロ通オ路とっヤに。え か搬なをが側 町つオ下宅鍵．ぃ出 ンて置 でこ 悲かしさ 『 つ 錦絵の る出り上 理解て 近なう J」そ置 公園と る
にた 壁詞ラ沿水たカ、一商 れ入つ停あに やてラる行は たら ダあき あと選 しなてく 空初て長 ま 。島 に そ か
必、めと す自部ンい門非ノレ妻八館 、・てめつ荷 郊かンと事オ長時れ 商つれ るを び 館商!: ん 資本を 令、 戸オ め着 崎出島 だ 現の現は こ 長崎奉行 ホフ れ 1中島をii 
要の名 屋ダとか蔚タをー長幕搬い、た役外、ダ、以ラ 童 よず館たて 命 だ く住 ーて任 ひな代ス代、きが 宮てな
な家付る、商、らも）上七の 府出た鮮 。 場 へ薬のこ外ン吃り、 の。お 長ム》 0 不居 フ見し そ E のケの 期江戸 る監に ついり
施畜けた乙館外の生へ陸年 妻 のし。に長水 の草医うにダ巴もポ 戸 り l らしこ、十の ンたたの かに l 0 視 所てる は
設小らめ名長塀道ま帰さにで 役た輸乗崎門 外採学しは人 悪ノレ 記 、 官た中てれこ分間 ダとマ初 に描書ノレ特 に島妄は 。 ミさ
は屋れの部の沿路れすせ着も 人。出りにと 出取がた外に いト 』 幕 評 」の仕らこなに 商きク代 息か雪を者の 最適て の 崎県庁 い風 ニ ん
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て消庫 l 庭でに央えにとたに るたなてし海 さ目流も禁さ を人 四 厳 中 はこ物険をの 喜象リン て美とよ鋲の あは 。現ア か ! 
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出島築島当初の石垣護岸の構造（図 2)
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建
築
的
に
は
疑

問
視
さ
れ
る
も
の
や
、
年
代
不
明
の
も
の
な
ど
も
含
ま
れ
る

が
、
そ
れ
で
も
出
島
の
往
時
の
姿
を
も
っ
と
も
よ
く
伝
え
て

く
れ
る
資
料
だ
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
（
長
崎
市
出
島
史
跡
整

備
審
議
会
編
『
出
島
図
』

は
、
絵
画
資
料
を
集
大
成
し
た
労

作
で
あ
る
）

。文
献
と
し
て
は
既
述
し
た
『
長
崎
実
録
大
成
』

や

『
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の

H

記
』

を
始
め
、
出
向
局
を
訪
れ
た

オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
や
商
館
医
た
ち
が
の
ち
に

書
き
記
し
た
E

‘
，

b

、

ヰ
」
酢
十
九

旧海底地盤高

基準石（コーナ一部）

込砕石

議潮位（長崎港湾構造物設計潮位よリ）
H.W.L(High water level) 

M.S.L (Mean sea level) 

しWL (Low water level) 

滋HW.L=T.P+ 1.57 

業MS.L=T.P-0.09 

史
書
、
報
告
書
な
E

の
資
料
が
参
考
と
な
る
。
さ
ら
に
海
外

に
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
国
立
博
物
館
と
ラ
イ
デ
ン
国
立

民
族
博
物
館
に
出
島
の
模
型
が
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
を
総
合

的
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
江
戸
期
の
出
島
の
姿
を
お
お

よ
そ
想
像
し
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
よ
り
正
確
な
復
元
を
行
な
う
に
は
、
出
島
の
創

建
時
に
立
ち
返
っ
て
、
そ
の
敷
地
範
囲
や
構
造
な
ど
に
つ
い

て
も
知
る
必
要
が
あ
る

。

そ
の
た
め
の
資
料
t

し
て
は
、
長

崎
市
教
育
委
員
会
に
よ
り
「
出
島
和
蘭
商
館
跡
範
囲
確
認
調

査
」
t

し
て
出
島

の
位
置
の
確
定
調
査
及
び
発
掘
調
査
が
実

施
さ
れ
、
そ
の
報
告
書
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
一
九

六
九
年
に
は
、
下
水
道
工
事
に
よ
り
出
島
の
東
南
角
付
近
の

石
垣
が
発
見
さ
れ
、
そ
れ
に

基
づ
く
調
査
が
別
府
大
学
の
坂

田
邦
洋
教
授
た
ち
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
（
「
出
島
和
蘭
商
館

跡
の
調
査
」
）。

こ
れ
ら
の
調
査
資
料
仁
加
え
、
出
島
の
研
究

を
長
年
続
け
て
こ
ら
れ
た
方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
、
今
回
の

復
元
作
業
を
進
め
た
。

。
築
造
当
初
の
出
島
の
石
垣
構
造

六
三
四
年
か
ら
一
六
三
六
年
に
か
け

出
島
の
築
造
は
、

て
行
な
わ
れ
た
も
の
で
、
工
期
は

一
年
三
カ
月
l

一
年
半
と

短
い
。

長
崎
市
内
に
雑
居
し
て
い
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
を
急
い

で
収
容
す
る
た
め
に
、
突
貫
工
事
、
で
進
め
ら
れ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

主
要
部
の
施
工
は
、
長
崎
の
有
力
町
人
二
五
名
の

資
金
に
よ
る
も
の
だ
が
、
塀
、
門
、
橋
な
ど
は
公
儀
の
普
請

で
あ
り
、
出
烏
の
目
的
か
ら
い
っ
て
も
建
設
全
般
に
わ
た
り

埋立高

2間3合 （4.508m )
山土、石、砂利

へ

枝~（6把／問）

粘土

1867 （慶応 3 ）年「外国人遊歩場御用留」から復元した石垣護岸の構造（図 3)

築留

｜合｜
I (o.9sml I 

近浦海岸の割石

25石／坪（ 1尺3寸、 l尺5寸以上）

石積高2問B合（5.488m)

部
分
的
な
増
改
築
・
修
理
な
E

が
行
な
わ
れ
は
し
た
が
、
出

島
の
建
物
群
の
景
観
そ
の
も
の
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と

は
な

か
っ
た

。

T.PｱO.O 

海図における基準面とTPの関係（図 I)

立Lニ

根入れ深さ ~ T.P-2.49 

時最高高潮函

海岸線

灯の高さ
帽司ー司ーー固守ーーー

山の高さ

砂利

敷枝染（4le/1 問）

土台／松丸木（長さ 2問 ・末ロ 3寸、8本／2間）

平均水面TP（東京湾平均海面）

地図の標高（海抜高度）の基準面／全国統一

略最低低湖面

海図の基準面（各港で異なる）

基本水準面

水深の基準函

捨土台杭／松丸木留杭（長さ l丈・末口3寸、 6本／ I 問）

干出の高さ

根張

l 問3合す万花房而7
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（ム
①陸地働lから埋立地への土砂運搬路を設けるG耀立l革、出島中央部から外周に向けて広げてい く③埋立が想定される形状に達した段階で、外周石垣護岸を築造する＠出島外周の石垣護岸完成後、土砂運B陸路を切り、橋梁を施工、さ勺に

出島周囲に板携を設け、人の立ち入 り を防いだ

出島施工のイメ ージ図

幕
府
の
指
図
が
働
い
て
い
た
可
能
性
は
大
き
い

。

し
か
し
、
築
造
当
初
の
出
島
に
関
す
る
設
計
図
の
よ
う
な

資
料
は
、
ま
っ
た
く
残
っ
て
い
な
い
。
平
面
規
模
に
つ
い
て

は
田
辺
茂
啓
の
『
長
崎
実
録
大
成
』

が
参
考
と
な
る
が
、
で

は
埋
立
の
方
法
や
石
垣
の
構
造
は
ど
う
な
っ
て
い
た
の
か
、

ま
た
扇
形
と
い
う
特
殊
な
形
を
な
ぜ
採
用
し
た
の
か
、
と
い

っ
た
点
を
具
体
的
に
知
る
資
料
は
ほ
と
ん
ど
な
い

。

そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

l

ム
は
、
ま
ず
出
島

区
域
の
地
盤
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
か
ら
作
業
を
始
め
た
。

前
記
の
「
出
島
和
蘭
商
館
跡
範
囲
確
認
調
査
」
に
加
え
て
、

応
用
地
質
株
式
会
社
の
小
野
仁
氏
が
埋
立
土
砂
に
関
す
る
解

析
を
行
な
っ
て
い
る
。
そ
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
出
島
の
ほ
と

ん
ど
の
部
分
は
砂
層
も
し
く
は
砂
磯
層
上
に
埋
立
が
行
な
わ

れ
て
い
る
。
同
氏
の
試
算
で
は
、
出
島
の
埋
立
土
量
は
約
五

万
立
方
メ
ー
ト

ル
に
及
ぶ
。
そ
の
土
取
り
場
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
長
崎
県
庁
の
北
側
、
万
才
町
t

樺
島
町
の
境
界
付
近

に
み
ら
れ
る
高
き
三
i

五
メ
ー
ト
ル
の
石
垣
周
辺
で
あ
っ
た

と
の
推
定
が
な
さ
れ
て
い
る
。

こ

の
地
域
が
土
取
り
場
で
あ

っ
た
と
す
れ
ば
、
出
島
ー
と
は
隣
接
し
て
お
り
、
土
砂
の
陸
上

運
搬
も
容
易
と
な
る
だ
け
に
興
味
深
い
指
摘
と
い
え
る。

こ
う
し
た
デ
ー
タ
を
踏
ま
え
、
わ
れ
わ
れ
は
築
造
当
初
の

出
島
の
地
盤
状
況
を
想
定
す
る
作
業
を
進
め
た

。

ま
ず
出
島

周
辺
で
行
な
わ
れ
た
近
年
の
工
事
関
係
デ
ー
タ
（
ポ
ー
リ
ン

グ
調
査
な
ど
）
を
集
計
し
、
そ
れ
ら
を
長
崎
港
の
潮
位
と
の

関
係
が
分
か
る
よ
う
仁
整
理
し
直
し
た
。
そ
の
際
、
デ
ー
タ

に
使
用
さ
れ
て
い
る
地
図
に
は
、
東
京
湾
平
均
海
面
（T
P

）

を
基
準
と
し
て
標
高
を
示
す
陸
上
地
図
と
、
各
海
域
の
低
潮

位
を
基
準
と
し
て
航
路
な
ど
を
決
め
る
た
め
の
海
図
と
が
あ

る
。

こ
れ
ら
は
基
本
的
な
レ
ベ
ル
表
示
が
資
料
ご
と
に
異
な

初
め
に
そ
の
解
明
と
東
京
湾
平
均
海
面
（

T
P

）

る
た
め
、

へ
の
統
一
を
図
っ
た

。

（
図1
）

出
島
の
区
域
に
は
、
江

戸
時
代
に
は

一
部
に
砂
洲
が
あ
っ

た
と
の
説
も
あ
る
が
、
人
工
島
を
築
く
に
は
い
ず
れ
に
せ
よ

埋
立
が
必
要
と
な
る
。

そ
こ
で
整
理
し
直
し
た
ポ
ー
リ
ン
グ

「
海
底
の
現
わ
れ
る
潮
時
に
は

一
間
半
か
ら

二
間
」
と
記

述
し
て
い
る
。

ケ
ン
ペ
ル
の
記
述
に
み
ら
れ
る
「
満
潮
時
に

は
水
面
ま
で
半
間
」
t

い
う
数
値
か
ら
類
推
す
る
と
、
長
崎

港
の
満
潮
位
＋
半
間
（
約
0

・
九
八
メ
ー
ト
ル
）
l

約
二
・

五
五
メ
ー
ト
ル
が
石
垣
の
お
お
よ
そ
の
高
さ
と
な
る
。

こ
れ
ら
の
－調
査
か
ら
、
出
島
の
地
盤
と
石
垣
t

の
関
係
を

整
理
す
る
と
、

・
海
底
地
盤
高
さ

T
P

マ
イ
ナ
ス

一
・

一
一
一
メ
ー
ト
ル’

・
石
垣
根
石
下
端

・
石
垣
天
端
高
さ

と
な
る

。

T
P

プ
ラ
ス

0
・

五
メ
ー
ト
ル

T
P

プ
ラ
ス

一
一・
五
五
メ
ー
ト
ル

方
、
石
垣
の
石
積
み
技
術
に
つ
い
て
は
、
基
底
部
の
根

石
に
は
奥
行
の
長
い
、
石
尻
（
尾
部
）
の
広
い
自
然
石
が
合

端
合
わ
せ
で
並
べ
ら
れ
、
そ
の
上
に
自
然
石
を
積
み
上
げ
て

あ
る
（
別
府
大
学
チ
l

ム
の
調
査
）。

そ
の
技
法
に
は
、
東

側
石
垣
に
「
落
し
積
み
」
、
南
側
で
は
「
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に

間
石
を
配
し
た

一
種
の
寄
せ
集
め
石
と
も
考
え
ら
れ
、
寛
永

年
間
以
降
に
民
間
に
定
着
す
る
間
知
積
み
」
な
E

が
み
ら
れ

る
が
、
ぃ
i守

す
れ
も
自
然
石
を
ほ
と
ん
ど
加
工
せ
ず
に
利
用
す

る
素
朴
な
技
法
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
（
「
範
囲
確

認
調
査
」
に
よ
る
）
。

し
か
し
、
出
島
の
よ
う
な
石
垣
護
岸
を
築
造
す
る
際
仁
は
、

石
垣
の
安
定
を
図
り
、
埋
立
土
の
流
失
を
防
寸
た
め
に
、
木

易
、

刊
九

杭
や
粗
乃
木
な
ど
を
用
い
る
は
ず
だ
が
、
そ
う
し
た
痕
跡
は
発

見
き
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

l

ム
は
、

八
六
七
（
慶
応
三
）
年
に
出
島
の
海
側
を
増
築
し
た
際
の
工

事
仕
様
書
及
び
出
来
形
検
査
書
（
『
外
国
人
遊
歩
場
御
用
留』）

が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
。
こ
の
資
料
は
、
出
島

オ
ラ
ン
ダ
商
館
が
す
で

の
築
造
か
ら
二
O
O
年
以
上
た
ち
、

に
廃
止
さ
れ
た
時
代
の
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
当
初
の
姿
を

知
る
直
接
的
資
料
で
は
な
い
が
、
出
島
の
石
垣
の
構
造
に
つ

い
て
の
詳
細
な
記
述
が
み
ら
れ
る
唯
一
の
資
料
で
あ
る
。
こ

の
増
築
時
の
石
垣
構
造
を
も
復
元
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
初

の
石
垣
と
の
比
較
検
討
を
行
な
っ
た
。
（
図
3

）

調
査
の
デ
ー
タ
か
ら
判
断
す
る
と

埋
立
地
盤
の
下
端
（
も

と
の
地
盤
と
の
境
界
）
は
標
高
に
し
て
お
よ
そ

T
P

マ
イ
ナ

ス
一
・
八
メ
ー
ト
ル
に
相
当
す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

し
か
し
、
出

島
区
域
の
地
盤
は
、
地
表
付
近
は
砂
質
土
だ

が
、
そ
の
下
に
は
軟
弱
な
粘
性
土
層
が
分
布
し
て
お
り
、
埋

立
を
行
な
う
と
土
荷
重
に
よ
っ
て
圧
密
沈
下
と
い
う
地
盤
沈

下
が
生
じ
る
。
従
っ
て
ボ
ー
リ

ン
グ
調
査
結
果
に
示
さ
れ
た

数
値
は
、
沈
下
を
含
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
実
際
の

地
盤
は
そ

の
分
だ
け
高
か
っ
た
こ
と
に
な
る

。

そ
こ
で
次
に
、
出
島
の

約
五
万
立
方
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
埋
立
土
荷
重
に
よ
る
庄
密
沈

下
量
を
試
算
す
る
と
、
約
0

・
五
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
た
。
こ

の
結
果
、
も
と
の
出
島
の
地
盤
高
は

、

標
高
お
よ
そ
T
P

マ

イ
ナ
ス
一
・
二
一
メー
ト
ル
と

考
え
る
こ
と
が
や
で
き
る
。

こ
れ
を
潮
位
と
の
関
係
で
捉
え
る
と
、
長
崎
港
の
潮
位

（
現
在
長
崎
港
の
港
湾
構
造
物
の
設
計
の
た
め
に
設
定
さ
れ

て
い
る
潮
位
）
は
、
満
潮
位
T
P

プ
ラ
ス
一
・
五
七
メ
ー
ト

ル
、
干
潮
位
T
P

マ
イ
ナ
ス
一

・
七
三
メ
ー
ト

ル
、
平
均
潮

位
T
P

マ
イ
ナ
ス

0
・

0
九
メ
ー
ト

ル
ゃ
て
あ
る
。
こ
の
こt

か
ら
出
島
の
元
来
の
地
盤
は
、
潮
差
の
大
き
い
大
潮
の
干
潮

時
に
は
ほ
と
ん
ど
陸
地
と
な
る
が
、
小
潮
の
’
と
き
に
は
陸
地

と
は
な
ら
な
い
高
き
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た

。

次
に
、
出
島
の
石
垣
構
造
と
、
潮
位
と
の
関
係
を
検
証
し
た
。

別
府
大
学
チ
1

ム
に
よ
る
山
島
の
石
垣
調
査
で
は
、
東
南

角
の
石
垣
の
根
石
下
に
築
造
当
初
の
「
基
準
石
」
が
発
見
さ

れ
て
い
る
。

基
準
石
と
い
う
の
は

、

築
造
に
あ
た
り
標
識
の

た
め
に
隅
々
に
立
て
た
石
で
、
出
島
の
各
コ
ー

ナ
ー
部
分
を

示
す
も
の
で
あ
り
、
そ
の
天
端
が
根
石
下
端
に
当
た
る

。

そ

の
基
準
石
の
天
端
高
き
が
、
長
崎
港
平
均
潮
位
面
t

現
在
で

は
ほ
ぼ
等
し
い
結
果
と
な
っ
て
い
る

。

ま
た

一
六
九
O

（
元
禄
三
）
年
に
オ
ラ
ン
ダ
商
館
医
と
し

て
出
島
に
来
た
エ
ン
ゲ
ル
ベ
ル
ト
・
ケ

ン
ペ
ル
は
、
H

本
に

関
す
る
レ
く
つ
か
の
重
要
な
記
録
を
残
し
て
い
る

。

そ
の
一

つ
『
日
本
誌
』
の
中
で
ケ
ン
ペ
ル
は
、
出
島
の
石
垣
市
さ
に

つ
い
て

「
満
潮
時
に
は
水
面
ま
で
半
間
あ
る
L

と
し
、
ま
た

以
上
の
よ
う
な
調
査
と
検
討
の
結
果
、
築
造
当
初
の
出
島

の
石
垣
構
造
を
復
元
し
た
も
の
が
、
図
2

で
あ
る
。

こ
れ
に
基
づ
言
、
出
島
の
施
工
手
順
を
想
定
す
る
と
次
の

ト
ラ
フ
に
介
f
Q
。

①
石
垣
根
石
の
設
置
高
さ
が
平
均
潮
位
程
度
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
築
造
に
あ
た
り
一
次
埋
立
を
行
な
う
。
こ
の
場
合
、

埋
立
作
業
全
体
が
潮
間
作
業
（
干
潮
の
聞
に
で
き
る
仕
事
）

と
な
る
と
効
率
が
悪
い
た
め
、
埋
立
高
さ
は
満
潮
位
以
上

と
し
た
と
思
わ
れ
る
。

②
埋
立
土
が
土
砂
の
場
合
、
埋
立
端
部
は
波
や
潮
汐
の
影
響

で
洗
わ
れ
、
緩
い
勾
配
と
な
る
。
今
回
は
、

一
次
埋
立
断

面
を

一
対
四
程
度
の
勾
配
と
し
た
。

③
一
次
埋
立
に
よ
り
、
出
島
外
周
の
石
垣
護
岸
位
置
の
地
盤

高
さ
を
平
均
潮
位
の
高
さ
程
度
に
ま
で
上
げ
る
。
こ
れ
に

よ
り
、
そ
の
後
の
石
垣
施
工
は
潮
間
作
業
で
は
あ
る
が
、

通
常
の
作
業
時
間
の
半
分
程
度
に
ま
で
伸
ば
す
ヲ」と
が
で

k詩
、
ク
心。

④
石
垣
護
岸
施
工
の
た
め
の
基
礎
地
盤
は
一
次
埋
立
土
と
な

る
が
、
こ
れ
が
通
常
の
土
砂
（
砂
質
土
）
だ
と
海
水
の
影

響
の
た
め
に
十
分
締
め
固
め
ら
れ
た
状
態
t

は
な
ら
な
い

と
思
わ
れ
る
。

従
っ
て
石
垣
施
工
に
あ
た
っ
て
は
、
基
礎

杭
、
留
杭
が
打
設
さ
れ
た
可
能
性
は
あ
る
が
、
現
状
で
は

こ
れ
ら
は
未
発
見
で
あ
る。

⑤
石
垣
護
岸
の
施
工
後
、
前
面
の
埋
立
地
盤
に
は
波
浪
な
ど

に
よ
る
浸
食
を
防
「
目
的
で
、
現
在
で
い
う
被
覆
石
、
根

固
め
石
を
施
工
し
た
も
の
t

考
え
ら
れ
る
。

（
詳
細
は
出
島
施
工
の
イ
メ
ー
ジ
図
を
参
照
）

出
島
の
石
垣
護
岸
構
造
を
め
や
っ
て

」

う
し
て
築
造
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
出
島
だ
が

そ
の
護

岸
構
造
を
検
討
す
る
と
、
現
代
の
技
術
か
ら
み
て
、

不
安
定
な
印
象
を
ま
叫
が
れ
な
い
。
そ
の
理
由
を
列
挙
す
る
と

、

．

石
垣
下
の
一
次
埋
立
土
が

一
般
に
い
う
土
砂
で
あ
る
と
、

波
浪
や
潮
汐
に
よ
り
流
さ
れ
や
す
い
。

か
な
り
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・
石
垣
に
使
用
さ
れ
た
石
は
、
長
崎
港
内
に
よ
く
み
ら
れ
る

輝
石
安
山
岩
や
砂
岩
だ
が
、
そ
れ
ら
を
ほ
と
んE
加
工
せ

の
ず
ら

ず
に
素
朴
に
積
み
上
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
野
面
石
積
み
と

い
い
、
背
面
に
は
粗
乃
木
な
ど
の
吸
い
出
し
防
止
材
を
設
け

ず
に
直
接
土
砂
投
入
を
行
な
っ
て
い
る
た
め
、
潮
が
引
く

と
き
に
埋
立
土
を
吸
い
出
し
て
し
ま
う
。

・
石
垣
根
石
の
高
き
が
平
均
潮
位
程
度
と
す
る
と
、
干
潮
時

に
は
石
垣
前
面
地
盤
が
露
出
す
る
。
こ
の
た
め
波
打
ち
際

で
は
波
浪
に
よ
る
浸
食
を
受
け
る
。
現
在
で
は
被
覆
石
と

し
て
重
量
の
あ
る
大
型
の
石
を
張
る
が
、
当
時
は
石
垣
表

石
程
度
以
下
の
石
を
埋
め
た
と
思
わ
れ
る
。

・
波
浪
に
対
す
る
石
垣
の
高
き
が
十
分
と
は
い
え
ず
、
影
響

を
受
け
や
す
い
。
そ
の
た
め
石
垣
の
上
仁
建
造
さ
れ
た
塀

は
、
本
来
な
ら
高
波
や
強
風
に
耐
え
る
役
割
を
果
た
す
ペ

き
も
の
だ
が
、
出
島
築
造
当
初
は
簡
素
な
板
塀
に
過
ぎ
な

3
R

ノ

3

・
0

・
カ
J
J
人

こ
れ
ら
の
不
安
定
要
因
か
ら
判
断
す
る
と
、
台
風
の
通
り

道
で
も
あ
る
長
崎
に
あ
っ
た
出
島
は
、
湾
奥
と
は
い
え
風
雨

や
波
浪
の
影
響
を
受
け
や
す
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
事
実
、

『
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
日
記
』
を
－調
べ
る
と
、
し
ば
し
ば

出
島
の
部
分
崩
壊
の
記
事
が
み
ら
れ
る
。

「
日
出
ま
で
七
、
八
時
間
猛
烈
に
風
が
吹
き
、
島
の
周
園

の
垣
は

一
部
を
除
い
て
吹
飛
ば
さ
れ
、
大
き
な
家
屋
が
一
棟

は
倒
さ
れ
、
倉
庫
だ
け
が
残
っ
た
。
（
中
略
）
ま
た
島
の
波

戸
場
は
洗
い
流
き
れ
て
痕
跡
が
な
く
な

っ

た
」
（

一
六
四
五

年
九
月

八
日

「
夕
刻
に
は
島
上
の
水
が

一
フ
ィ
ー
ト
に
も
達
し
た
の
で
、

奉
行
の
許
吋
を
得
て
イ
ン
ド
海

岸
の
物
産
を
納
め
た
倉
庫
を

開
い
て
、
浸
水
の
害
を
防
い
だ
。
島
の
南
部
は
全
部
崩
壊
し

て
食
料
品
貯
蔵
室
、
料
理
場
、
ポ
ン
ジ
ョ
イ
控
室
と
通
詞
部

屋
の
一
部
は
流
さ
れ

、
町
の
南
側
も
亦
多
数
の
家
と
共
に
海

に
流
さ
れ
た
」
（

一
六
五
O
年
九
月

一
一
日
）

出
島
、
て
は
、
お
そ
ら
く
は
台
風
の
た
び
に
、
こ
う
し
た
被

害
と
改
修
て
事
と
を
繰
り
返

し
た
で
あ
ろ
う
。

長
崎
湾
に
は
「
ア
ピ
キ

現
象
」

と
呼
ば
れ
る
大
き

な

セ
イ
シ

ュ
が
頻
繁
に
み
ら
れ
る
。
セ
イ
シ

ュ
と
は
、
湾
や

ま

た
、

湖
の
波
が
非
常
に
長
い
周
期
の
独
特
の
振
動
を
起
こ

す
も
の

で
、
水
面
が
異
常
に
高
く
な
り
陸
上
部
に
ま
で
海
水
が
溢
れ

る
。
出
島
の
石
垣
の
高
き
程
度
で
は
、
ア
ピ
キ

現
象
の
影
響

も
繰
り
返
し
受
け
た
は
ず
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
わ
れ
わ
れ
が
参
考
資
料
と
し
て
復
元
し
た
一

八
六
七
年
の
増
築
時
の
出
島
で
は
、
十
分
な
強
度
を
持
つ
石

垣
護
岸
が
施
工
さ
れ
た
。
比
較
検
討
の
た
め
、
注
目
点
を
記

す
と
次
の
よ
う
な
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。

・

石
垣
の
根
入
れ
部
分
を
五
合

（約
一
メ
ー
ト

ル
）

し
、
干
潮
位
以
下
と
し
て
い
る
。

に
和
成
｛
疋

の
日
記
』
に
み
ら
れ
る
。

「

愉
快
仁
山
道
を
進
む
聞
に
、
甚
だ
高
い
山
の
項
上
に
着

い
た
が

、

そ

こ

か
ら
は
有
馬
の
湾
全
悼
と
長
崎
の
町
の
建
物

や
道
路
が
小
さ
く
見
え
、
ま
た
築
島

（出
島
）
が
開
い
た
扇

の
形
仁
面
白
く
見
え
た
」

当
時
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
員
た
ち
も
、
出
島
の
形
態
が

「
一
扇

を
聞
い
た
独
特
の
形
」

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
分

か
る
。

で
は
出
島
の
扇
形
に
は
、
ど
ん
な
意
味
が
あ
っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
フ
ィ
リ
ッ
プ

・

フ
ラ
ン
ツ

・

フ
ォ
ン
・
シ

1

ボ
ル

卜
は
自
著
『
日
本
』

の
中
で
、
築
造
す
べ
き
こ
の
小
島
の
形

を
き
か
れ
た
将
軍
は
、
自
ら
の
扇
を
与
え
、
こ

れ
を
ポ
ル
ト

ガ
ル
人
の
国
立
刑
務
所
の
見
本
と
し
て
使
えt
命
じ
た
話
を

伝
え
て
い
る
。
そ
う
し

た
俗
説
も
、
あ
な
が
ち
間
違
い
と
は

言

い
切
れ
な
い
が
、
近
年
の
研
究
に
よ
る
科
学
的
な
根
拠
と

し
て
は
、
ま
ず
地
形

・

地
質
的
な
要
因
説
が
あ
る
。
そ
れ
は

出
島
の
位
置
が
元
の
中
島
川
の
河
口
に
あ
た
り

、

そ

こ

に
当

初
か
ら
存
在
し
た
と
い
わ
れ
る
砂
洲
を
利
用
し
て
埋
立
を
行

な
っ
た
と
き
、
陸
地
側
（
北
側
）
は
旧
海
岸
線
に
沿
っ
て
弧

状
を
な
し
、
海
側
（
南
側
）
は
地
盤
の
良
好
な
地
点
を
選
び

つ
つ
、
し
か
も
埋
立
面
積
を
で
き
る
だ
け
広
く
取
っ
た
結
果
、

や
は
り
弧
状
を
な
し
た
と
す
る
も
の
で
、
こ
れ
が
通
説
と
も

な
っ
て
い
る

。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
作
業
の
過
程
に
お
い
て
、

出
島
の
海
側
の
カ
ー

ブ
形
態
に
は
、
波
浪
の
影
響
を
少
な
く

す
る
効
果
、
が
あ
り
、
そ
れ
を
前
提
に
し
て
扇
形
を
採
用
し
た

の
で
は
な
い
か
、
と
の
新
し
い
可
能
性
に
基
づ
く
一
つ
の
推

そ
れ
に
対
し
て
、

論
を
立
て
て
み
た
。
そ
こ
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

l

ム
は
今
回
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
利
用
し
て
波
浪
及
び
潮
汐
流
の
解
析
を
行

な
い
、

一扇
形
の
実
際
の
効
果
を
初
め
て
確
認
し
て
み
る
こ
と

と
な
っ
た
。

〈
出
島
前
面
海
域
の
波
高
分
布
特
性
の
解
析
〉

①
解
析
の
目
的

16 

・

根
石
の
下
に
は
基
礎
と
し
て
木
杭
を
打
設
し

、

根
石
の
移

動
を
防
寸
た
め
の
胴
木
、
留
杭
を
打
設
、
さ
ら
に
石
垣
底

面
（
根
張
り
）
に
は
粗
染
沈
床
を
行
な
っ
て
い
る
。

・

石
垣
裏
込
め
石
の
背
面
に
は
、
土
砂
の
吸
い
出
し
防
止
策

と
し
て
、
粗
乃
木
や
粘
性
土
埋
立
を
行
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
築
造
当
初
の
出
島
は
、
前
述
し
た
よ
う

に
初
歩
的
な
石
垣
構
造
を
し
て
お
り
、
常
識
と
も
思
え
る
木

杭
、
留
杭
、
粗
乃
木
なE
も
現
状
で
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い

。

こ
れ
は
出
島
が
民
間
資
本
に
よ
る
施
工
で
あ
り
、
収
支
バ
ラ

ン
ス
を
考
え
築
造
費
を
極
力
抑
え
た
結
果
と
も
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
で
い
な
が
ら

わ
ず
か

一
年
半
程
度
の
突
貫
工

事
で
四
0
0
0

坪
の
広
さ
の
人
工
島
と
そ
の
上
の
建
物
群
を

完
成
さ
せ
、
そ
の
後
、
改
修
工
事
を
行
な
い
な
が
ら
も
二
O

O
年
以
上
仁
わ
た
っ
て
役
目
を
果
た
し
得
た
こ
と
は
、
現
代

の
わ
れ
わ
れ
か
ら
み
て
も
驚
異
的
な
こ
と
で
あ
る
。

扇
形
を
め
ぐ
る
水
理
学
的
考
察

出
島
に
は
も
う

一
つ
、
大
き
な
謎
と
い
え
る
も
の
が
あ
る
。

そ
れ
は
扇
形
と
い
う
、
き
わ
め
て
特
殊
な
形
態
で
あ
る
。

ハ
五
二
（
承
応
元
）
年
五
月
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
商
務

員
た
ち
が
、
日
本
人
医

師
、
通
詞
ら
と
連
れ
立
っ

て
、
長
崎

近
辺
の
山
野
に
遊
ん
だ
折
の
記
述
が
『
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
商
館

出島前面海域のi皮高分布特性の解析図（図 4 上／長方形，下／扇形）
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出
島
・

カ
ピ
タ
ン
部
屋
の
復
元

（建
築
編
）

出
む
に
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
オ
ラ
ン
、
ダ
束
イ
ン
ド
会
社

の
商
務
只
た
ち
の
性
居
や
、
交
易
に
凶
わ
る
倉
庫
な
ど
の
娃

物
が
数
多
く
並
ん
で
い
た
。
そ
の
小
で
も
中
心
と
な
る
け
は
物

が
、
カ
ピ
タ
ン
部
日
で
あ
る
。

カ
ピ
タ
ン
と
は
、
ポ
ル
ト
ガ

ル
訴
で
商
船
長
を
な
昧
す
る
が
、
川
島
の
性
人
が
オ
ラ
ン
ダ

人
と
な
っ
て
か
ら
も
、

日

本
、

で
は
同
じ
呼
び
名
が
使
わ
れ
て

、

3

・
0

・4
u

＋
Jカ

ピ
タ
ン
部
屋
は
、
山
島
を
い
米
両
に
貫
く
メ
イ
ン
ス
ト
リ

ー
ト
に
而
し
、
海
か
ら
の
山
人
円
で
あ
る
木
門
（
荷
役
場
）

か
ら
も
述
く
な
い
位
間
に
あ
っ
た
。

商
館
長
の
住
肘
で
あ
る

と
同
時
に
、
日
本
の
筑
存
が
出
品
を
訪
れ
た
際
の
接
待
の
場

で
も
あ
り
、
出
島
を
代
表
す
る
建
物
と
い
う
こ
と
が
で
き
る

。

出
品
の
歴
史
の
巾
’で
、
カ
ピ
タ
ン
部
屋
は
幾
度
か
改
築
が

行
な
わ
れ
、
ま
た
一
じ
ん
八

か
っ
た
こ
と
も
あ
る

。

（
寛
政
一
O
）
年
の
大
火
で
焼

（
文
化
六
）
年
ま
で
円
建
き
れ
な

そ
う
し
た
理
由
も
あ
っ
て
か
、
多
く

失
し
た
後
は

一
八
O
九

の
長
崎
同
に
描
か
れ
た
カ
ピ
タ
ン
部
屋
の
姿
は
、
絵
ご
と
に

か
な
り
の
違
い
が
あ
り
、
そ
の
時
代
の
実
物
を
正
確
に
描
い

た
か
ど
う
か
疑
問
を
感
じ
る
も
の
も
少
な
く
な
い。

あ
る
い

は
絵
師
の
多
く
が
絵
同
性
を
優
先
し
て
い
る
た
め
、
建
築
的

に
み
る
と
細
部
に
不
明
な
筒
所
が
多
く
、
資
料t
し
て
の
正

確
さ
に
も
欠
け
る
こ

と
が
多
い

。

そ
の
た
め
絵
画
資
料
か
ら
の
み
カ
ピ
タ
ン
部
屋
の
実
相
を

推
測
す
る
こ

と
は
困
難
だ
が
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
、

一
七
八

四
（
天
明
四
）
年
に
建
て
替
え
ら
れ
た
時
の
カ
ピ
タ
ン
部
屋

に
つ
い
て
は
、
貴
重
な
資
料
が
残
さ
れ
て
い
た

。

そ

こ

で
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

l

ム
で
は
、
出
島
の
建
築
に
造
詣
の
深
い
丹

羽
漢
吉
氏
（
長
崎
県
建
築
上
会
参
与
）t
、
森
岡
美
子
氏
仁

ご
助
言
を
裁
き

、

出
島
の
中

心
で
あ
っ
た
カ
ピ
タ
ン
部
尾

t

は
E

う
い
う
建
物
ゃ
で
あ
っ
た
の
か
を
知
る
た
め

、

そ
の
復
元

に
挑
戦
し
た

。

出
島
の
平
面
形
状
が
、
ど

の
よ
う
な
理
由
か
ら
扇
形
と
な

っ
た
か
を
水

理
学
的
観
点
か
ら

検
証
す
る
た
め
、

扇
形
と
長

方
形
の
二
タ
イ
プ
を
設
定
し

、

前
面
海
域
に
お

け

る
波
高
分

布
の
比
較
検
討
を
行
な
っ
た
。

②
解
析
方
法

・

使
用
プ
ロ

グ
ラ

ム

三
次
元
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

境
界
要
素
法

（高
極
潮
位
時

・

出
島
前
面
水
深

海
域
を

一
様水
深
と

仮
定
）

規
則
波
（
周
期
T
I

四
秒

三
・

三
メ
ー
ト

ル

入
射
波

波
高
H
H
H

二
・

O

－i

l
l
－
卜

レ

，
，
、

，

，
，

・
出
島
の
平
面
形

状

左
右
対
称
の
扇
形

③
解
析
結
果
と

考
察

（図
4

参
照
）

出
島
の
護
岸
前
面
の
海
域
で
は
、
入

射
波
t

護
岸
か
ら
の

反
射
波
が
重
な
り
合
い
、
重
複
波
を
形
成
す
る

。
解
析
結
果

の
阿
は

、

波
高
二
メ
ー

ト

ル
（
単
位
振
幅

一
メ
ー
ト

ル
）
に

対
す
る
水
面
変
動
の
絶
対
値
を
示
し

て
お
り
、

あ
る
時
刻
に

お
け
る
海
面
状
態
を
表
わ
し

た
も
の

で
は
な
い
。
換
言
す

れ

ば
、
あ
る
海
面
の
静
水
面
か
ら
の
振
幅
（
波
高
の
二
分
の
二

の
最
大
値
を
包
絡
し

た
も
の
で
あ
り
、

例
え
ば
コ

ン
タ
l

表

示
が

一
・

O
の
場
合
、
そ
の
地
点
で
の
水
面
は
静
水
面
を
基

準
と
し
て
、
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス

一

0
メ
ー
ト

ル
の
変
位
を

示
し
て
い
る
こ

と
と
な
る

。

こ
の
結
果
か
ら
、
次
の
よ
う
な
考
察
を
行
な
っ
た

。

・

山
島
前
面
海
域
の
波
高
は
、
長
ト
刀
形
と
比
較
し

、
扇
形
の

は
う
が
護
岸
か
ら
距
離
が
離
れ
る
に
従
っ
て
低
下
す
る
傾

向
が
み
ら
れ
る
。

こ
れ
は
、
反
射
波
の
分
散
効
果
に
よ
る

も
の
で
、
山
島
前
面
を
航
行
す
る
船
に
対
し
て
揺
れ
を
小

き
く
す
る
働
き
も
す
る

。

ま
た
、
海
底
面
が
洗
掘
（
削
ら

れ
る
引
象
）
さ
れ
に
く
く
な
る
。

・

西
側
荷
役
場
で
の
波
高
を
み
る
と
、

一周
形
の
は
う
が
か
な

り
低
い
。

こ

れ
は
丙
側
街
役
場
へ
の
波
の
川
り
込
み
（
回

折
）
が
小
さ
い
こ
と
を
怠
昧
し
、
術
役
作
業
を
行
な
う
の

に
有
利
な
条
件
と
な
る
。

・

護
岸
に
波
が
打
ち
寄
せ
る
場
令
、
直
線
状
の
護
岸

Jて
は
全

。
復

一五
の
前
提

長
崎
市
立
博
物
館
に
「
か
ぴ
た
ん
部
屋
建
替
絵
凶

L

（
二

葉
）
と
い
う
、
江
戸
期
の
資
料
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ

は
カ
ピ
タ
ン
部
時
（

二
階
）
の
間
取
り
を
示
し
た
も
の
で
、

一
枚
は
オ
ラ
ン
ダ
語
、
も
う

一
枚
は
日
本
語
に
よ
っ

て
各
部

民
の
位
置
、
名
称
、
建
u

．
ハ
な
ど
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
森
岡

氏
の
研
究
に
よ
っ
て

、

こ
の
建
倖
絵
凶
は

『
長
崎
オ
ラ
ン
ダ

商
館
の
日
記
』

に
記
さ
れ
た

一
七
八
問
年
二
月
か
ら
五
月
に

か
け
て
の
建
て
杯
え
時
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る

。

ま
た
、
ち
ょ
う

E

そ
の
時
期
、
前
商
館
長
と
し
て
日

本
に

滞
在
し
て
い
た
イ
サ
l

ク

・
テ
ィ

チ
ン
グ
は
、
帰
国
後

『
円

本
凶
誌
』
を
著
わ
し
た
が
、
そ
こ
に
崎
載
さ
れ
た
「
カ
ピ
タ

ン
部
屋
兄
取
図
」
が
前
記
の
建
替
絵
図
t

内
容
が

一
致
す
る

の
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ

の
二
点
は

、

同
時
代
の
カ
ピ
タ
ン
部

セ
の
間
取
り
を
示
し
た
貴
重
な
資
料
と
い
う
こ
と
が
で
き
る

（
註
・

立
正
大
学
所
蔵
の

「

長
崎
和
前
陀
屋
舗
図
」
も
同
様

の
内
容
）
。

そ
こ
で
今
回
は
、
長
崎
市
立
博
物
館
の
「
か
ぴ
た
ん
部
屋

建
替
絵
図
」
及
び
テ
ィ
チ
ン
グ

『

日
本
図
誌
』

所
載
の
「

カ

ピ
タ
ン
部
屋
見
取
図
」

を
基
に
、
タ
タ
く
の
絵
画
に
描
か
れ
た

資
料
を
参
考
と
し
つ
つ
、
建
築
的
視
点
か
ら
も
っ
と
も
無
理

の
な
い
形
で
復

一バ
作
業
を
進
め
た
。

な
お
復
元
の
際
の
寸
法

は
、
一
間
打

一
・

九
六
九
五
メ
ー

ト
ル
（
六
尺
五
寸
）
と
し
た

。

。
カ
ピ
タ
ン
部
屋
の
平
面
図
に
つ
い
て

出
島
の
住
宅
の
ほ
と
ん
ど
は

一
階
を
倉
庫
t

し

階

カ
ピ
タ
ン
部
屋
も
同
じ
構
成
に
な

っ
て
い
る
。
限
ら
れ
た
敷
地
を
有
効
利
用
し
た
も
の
か
、
あ

る
い
は
出
島
が
海
の
中
に
あ
る
た
め
、
浸
水
な
ど
の
危
険
を

考
慮
し
た
も
の
？
で
あ
ろ
う。

「

か
ぴ
た
ん
部
尾
建
替
絵
図
」

（
函6
参
照
）
に
よ
る
と
、

を
住
空
間
と
し
て
お
り
、

カ
ピ
タ
ン
部
屋
は
正
面
の
同
入
口
を
入
る
と
す
ぐ
に
階
段
が

面
に
わ
た
り

波
が
同
時
に
作
用
す
る
場
合
が
あ
る
が
、
出

島
の
よ
う
に
弧
（
半
径

一
0
0
0
フ
ィ

ー
ト

リ

約
三
0
0

メ
ー
ト
ル
）
を
描
い
た
形
状
で
は
、
打
ち
寄
せ
る
波
に
時

間
的
な
ず
れ
が
生
じ
、

護
岸
崩
壊
の
危
険
性
が
少
な
く
な
る

。

全

〈
出
島
周
辺
海
域
の
潮
汐
流
に

よ
る
流
れ
解
析
〉

①
解
析
の
目
的

同
じ
く

出
島
の
平
面
形
状
に
み
ら
れ
る
扇
形
を
水
理
学
的

観
点
か
ら
検
証
す
る
た
め
、

扇
形
と
長
方
形
と
を
比
較
し

つ

つ
、
出
島
周
辺
海
域
の
流
れ
解
析
を
行
な

っ
た
。

②
解
析
方
法

・

使
用
プ
ロ

グ
ラ
ム

有
限
要
素
法
に
よ
る
流
れ
解
析
プ
ロ

グ
ラ
ム

・

境
界
で
の
入
射
流
速

・
水
深
三

・

三
メ
ー
ト
ル

③
解
析
結
果
と
考
察

（図
5

参
照
）

v
l

毎
秒
二
0
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル

護
岸
に
直
角
方
向

か
ら
来
る
流
れ
は

、

流
速
を
低
下
さ
せ

な
が
ら
衝
突
し
、
護
岸
に

沿
う

形
で
左
右
に

分
か
れ
る
。

こ

の
傾
向
は
長
方
形
護
岸

で
も
み
ら

れ
る
が
、
扇
形
の
場
合
に

は
曲
率
を
有
す
る
こ
と

に

よ
り
流
れ
の
乱
れ
度
合
い
が
小
き

く
な
り
、
護
岸
及
び
海
底
地
盤
が
流
れ
に
よ

る

被
害
を

受
け

に
く
く
な
る

と

考
え
ら
れ
る
。
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以
上
の
二
つ
の
解
析
結
果
か
ら
、

出
島
の
扇
形
の
平
面
形

状
に

は
、
多
少
t

い
え

ど
も

波
浪
及
び
潮
汐
流
に

対
す
る
効

果
が
認
め
ら
れ
る
。
但
し
、
そ
れ
が
意
図
的
に
採
用
さ
れ
た

も
の
か
否
か
は
、
確
定
で
き
な
か
っ
た
。

出
島
の
石
同

一構
造
が
あ
ま

り
頓
丈
と
は
い
え
な

い
に
も

拘

わ
ら
ず

、

二
O
O
年
以
上
に
わ
た
り

決
定
的
な
崩
壊
を
み
な

か
っ
た
背
景
に
は
、
あ
る
い
は
扇
形
の
形
状
が
功
を
奏
し
て

い
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
見
た
目
に
美
し
い

形
態
に

は
、
そ

れ
な
り
の
利
点
が
あ
る
と

も
い
え

る

だ
ろ
う
。

（
な
お
今
回
の
解
析
に
は
、
現
在
長
崎
港
付
近
の
港
湾
構

造
物
に
設
定
さ
れ
て

い
る
設
計
波
及
び
潮
汐
流
の
数
値
を

使

刑
し
た

井
る
と
ま
ず
三
二
畳
ほ
ど
の
食
事
所
（
食
堂
）、
そ

こ

か
ら
続
い
て
右
手
に
五
O
畳
も
の
広
聞
が
あ
る
。
そ

の
先

は
、
万
ラ
ス
障
子
仕
立
て
の
部
屋
根
て

、
現
在
の
サ
ン
ル
ー

ム
風

の
空
間
で
あ
ろ
う
か
、
そ
こ

を
抜
け
て
涼
所
（
バ
ル
コ
ニ
ー
）

と
な
っ
て
い
る
。

随
所
に
洋
風
建
築
の
要
素
が
取
り
入
れ
ら

れ
て
い
る
点
が
興
味
深
い

。

食
事
所
t

広
聞
は
、
出
島
を
訪
れ
た
長
崎
奉
行
や
大
名
な

ど
の
接
待
に
使
わ
れ
た
部
屋
で
も
あ
り
、
日
本
の
賓
客
た
ち

は
こ
こ

で
精
子
に
腰
掛
け
、
テ
ー
ブ
ル
に
並
べ
ら
れ
た
西
洋

シ
ャ
ン
デ
リ
ア
や
望
遠

あ
り

、

の
消
ゃ
ご
ち
そ
う
に
舌
鼓
を
う
ち
、

鏡
な
ど
の
珍
し

い
品
々
に
驚
嘆
の
声
を
あ
げ
たこと

府

で
あ
ろ
う
。

日
木
に
お
け
る
洋
画
の
祖
と

も
い
わ
れ
る
司
馬
江
漢
は
、

カ
ピ
タ
ン
部
屋
が
建
て
替
え
ら
れ
た
後
の
一
七
八
八
（
天明

八
）
年
に
山
島
を
訪
れ
、
そ
の
時
に
み
た
カ

ピ
タ
ン
部
屋
の

様
子
を
、
こ
ん
な
ふ
う
に
記
し

て
い
る
。

「
か
ぴ
た
ん
部
屋
へ
行
ク
。
畳
二
十
デワ
も
敷
、
凹
方
ラ
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庖

自
然
だ
が
、

い
。

そ
こ
で
間
取
り
を
詳
細
に
み
て
い
く
と

建
替
絵
図
に
は
ほ
か

に
階
段
が
描
か
れ
て
い
な

部
屋
の
配
置
関
係
を
さ
ら
に
詳

し
く
検
討
す
る
と
、
明
り
取

り
に
隣
接
し
て
電
所
（
か
ま
E

ど

こ

ろ
）
が
み
ら
れ
る
こ
と

遊
女
部
屋
の

か
ら
、

左
手
の
空
間
に
「
此
所
お
り
円
ニ
は
し
ご
掛
ル
事
」
と

表
記

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た

。

前
述
し
た
湯
殿
や
雪
隠
の

こ
う
し
た
場
所
に
サ
ー
ビ
ス

こ

の
部
分
の
屋
根
に
は
何
ら
か
の
換
気
設
備
が
あ
っ

た
と
推
測
で
き
る

。

出
島
を
描
い
た
絵
画
に
は
見
当
た
ら
な

い
が
、
こ
こ
で
は
建
築
的
に
も
自
然
と
思
わ
れ
る
天
窓
と
し
た。

遊
女
部
屋
と
寝
間
の
奥
に
は

、

湯
殿
と
雪
隠
が
み
ら
れ
る
。

風
呂
の
湯
の
運
搬
や
、
排
世
物
の
処
理
法
を
考
え
る
と
、二

階
で
は
－
小
自
然
な
印
象
を
受
け
る
が、
お
そ
ら
く

こ

の
部
分

に
通
じ
る
専
用
階
段
が
別
に
あ
り
、
人
力
仁
よ
っ
て
処
理
し

た
と
も
考
え
ら
れ
る

。

こ
と

L

」
も
考
え
A
nわ
せ
る
と
、

階
段
が
実
際
に
あ
っ
た
t

解
釈
し
た
。

。
カ
ピ
タ
ン

部
屋
の
姿
凶
に
つ
い
て

屋
根

生
活
上
疑
問
が
残
る
の
は
、

食
事
の
運
搬
に
つ
い
て
で
あ
る

。
調
理
場
は
別
棟
に
あ
る
の

で
、
食
事
の
た
び
に
カ
ピ
タ
ン
部
屋
ま
で
料
理
類
を
運
び
込

む
必
要
が
あ
る

。

そ
の
際
、
正
面
階
段
を
利
用
す
る
の
は
不

さ
ら
に
全
体
を
見
直
す
と
、

カ
ピ
タ
ン
部
屋
の
屋
根
形
状
は
、
多
く
の
絵
に
段
差
の
あ

る
切
妻
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
平
面
図
か
ら
建
築
的
に
考

え
て

も

、
そ

れ
が
も
っ
と
も
無
理
の
な
い
形
状
lζ

い
え
る

。

出
入
口

画・穂積和夫

（
欄間
）、

下
に
ピ
イ

ド
ロ
に

描
た
る

額
を
掛
ケ
並
へ
、

（中
略
）
畳
の
上

一
一
毛
せ
ん
の
知
キ
花
を
織
た
る
物
を
し

き
、

天
上
ノ
中
に
ピ
イ

ド
ロ
に

て
作
る

瑠
理
燈
を
釣
り、

向
フ
に

紅
キ
幕
の
下
ケ

た
る
書
斎
の
如
き
処
ア
リ

。
障
子
皆
ピ
イ
ド

ロ
ヲ
以
テ

張
ル
」
（
『
西
遊
日

記
』
）。

一
方
、
カ
ピ
タ
ン
部
屋
の
左

側
に
は

、

遊
女
部
屋

、

寝
問

、

湯
殿
、
雪
隠
な
ど
が
置
か
れ
て
い

た
。
出
島
に
は
、
商
館
長

の
妻
も
上
陸
を
許
き
れ
な
か
っ
た
が

、

遊
女
だ
け
は
別
、て

、

当
初
は
基
本
的
に
は
通
い
で
あ
っ
た
が
、
の
ち
に
は
こ
う

し

ン
vマ

て
部
屋
を
与
え
ら
れ
同
棲
す
る
こ
と

も
で
き
た
の
で
あ
る
。

「

か
ぴ
た
ん
部
屋
建
替
絵
図

」

か
ら
、
部
屋
の
配
置
や
広

さ
に
関
し

て

は
以
上
の
よ
う
に
把
握
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

し
か
し
、
建
替
絵
図
は
あ
く
ま
で
も
間
取
り
の
概
要
を
示
し

た
も
の
で
あ
り
、
現
在
の
よ
う
な
正
確
な
設
計
図
面
と
は
異

な
る
。

そ
こ
で
平
面
図
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
建
替
絵
図

も
っ
と
も
妥
当
と
思
わ
れ
る
柱
割
を
設
定

し
、

を
基
に
し
て
、

さ
ら
に
人
聞

の
動
線
を
中
心
に
考
え
て
不
自
然
の
な

い
よ
う

ハ
U

内
ノ
“

に
配
慮
し
た
。

不
明
も
し
く
は
疑
問
の
箇
所
が
い
く
つ

か
存
在
す
る

。

例
え
ば
、
出
入
口
右
脇
に
み
ら
れ
る
「

二
重

ち
ゃ
う
つ
が
い

戸
建
テ
」

の
表
記
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
、
蝶

番
が
二
重
（
二
枚
）
な
の
か
、
蝶
番
戸
が
二
重
な
の
か
不
明

で
あ
る
。
前
者
な
ら
二
重
蝶
番
、

建
替
絵
図
に
は
、

つ
ま
り
自
由
蝶
番
で
あ
り
、

後
者
な
ら
ば
蝶
番
戸
と
は
開
き
戸
の
こ
と
に
な
る
。
開
き
戸

の
場
合
、
二
重
と
は
両
開
き
寸
、

一
重
は
片
開
き

戸
を
意
味

す
る
も
の
と

考
え

、

こ
こ
で
は
人
の
動
線
上
か
ら
も
無
理
の

な
い
両
開
き
戸
と
し
た

。

ま
た
明
り
取
り
と
表
記
さ
れ
た
空
聞
が
二
カ
所
あ
り
、

で
あ
る
か
分
か
ら
な
い

。

, 
、ーー

こ
が
ど
ん
な
用
途
の
部

一
階
が

倉
庫
な
の
で
、
あ
ま
り
光
を
入
れ
な
い
ほ
う
が
良
い
こ
と
を

考
え
る
と

、
機
能
上
は
明
り
取
り
で
は
な
く
、
床
を
すの
こ

状
に
し
て
倉
庫
の
換
気
用
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か

。

も
し
く

は
明
り
取
り
の
意
味
が
、
ロ
l

ソ

ク
や
油
な
ど

の
照
明
材
料

を
保
管
す
る
場
所
を
意
味
す
る
と
も
解
釈
で
き
な
く
は

な
い

。

カ
ピ
タ
ン
部
屋
の
一
階
出
入
口
は
、
特
徴
の
あ
る
唐
破
風

屋
根
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
様
子
は

、

テ
ィ
チ
ン
グ
の
「
カ

ピ
タ
ン
部
屋
見
取
図
」

や
「

長
崎
和
蘭
陀
屋
舗
図
L
、
さ
ら

に

司
馬
江
漢
と
同
時
期
に
出
島
を

訪
問

し
た
春
木
南
湖
の

「
カ
ピ
タ
ン
玄
関
之
図

」
な
E

に
残
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず

れ
も
建
築
的
に
は
不
明
な
点
、
が
多
い
。

そ
こ
で
今
回
は
そ
れ

ら
の
絵
に
加
え
、
長
崎
県
指
定
有
形
文
化
財
の
中
島
聖
堂
遺

構
大
学
門
を
も
参
考
に
し
て
作
図
し
た

。

ま
た
い
く

つ
か
の
絵
岡
資
料
に
は
、
同
入
口
と
道
路
t

の

聞
に
段
差
が
み
ら
れ
る

。

こ
の
段
差
は
、

一
階
が
倉
庫
で
あ

っ

た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
荷
物
の
出
し
入
れ
を
ふ
く
め
機

能
上
か
ら
敷
居

一
段
程
度
が
妥
当
で
あ
ろ
う

。

カピタン部屋広間

・

建
物
の
高
さ

建
物
の
高
さ
に
つ
い
て
は
、
直
接
の
参
考
と
な
る
資
料
が

存
在
し
な
い

。

種
々
の
絵
の
比
率
か
ら
求
め
る
方
法
も
あ
る

が
、
そ
れ
で
は
あ
ま
り
に
も
不
正
確
と
な
る
。
そ
こ
で
階
段

が
平
雨
上
納
ま
る
高
き
で
あ
る
こ
と
、

一
階
が
倉
庫
で
あ
る

こ
と
、

二
階
で
は
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
が
吊
り
下
げ
ら
れ
て
い
た

21 

さ
ら
に
屋
服
勾
配
（
四
寸
五
分
）
な
ど
の
建
築
的
観

点
か
ら
総
合
的
に
み
て
、
も

っ
と
も
無
理
の
な
い
高
き
を
想

定
し
た

。

ヲ
」
’p
』外

壁

元
禄
時
代
の
絵
巻
物
の

一
つ

で
あ
る

「
出
島
絵
巻
」

（
大
英
博
物
館
蔵
）
や
、
長
崎
に
現

存
す
る
江
戸
時
代
の
建
築
遺
構
を
参
考
に
し
、
竪
羽
目
板
張

カ
ピ
タ
ン
部
屋
の
外
壁
は

、

り
と
し
た

。

外
壁
に
は

防
腐
剤
が
塗
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ

階

部
分
は
「
出
島
絵
巻
」

に
み
ら
れ
る
よ
う
に
少
し
黒
ず
ん
だ

色
を
し
て
い
る

。
二
階
の
窓
部
に
は
肘
掛
子
摺
が
あ
り
、
こ

こ
は
直
接
手
に
触
れ
る
筒
所
な
の
で
木
の
素
地
の
ま
ま
と
考

え
た
は
う
が
自
然
で
あ
ろ
う

。
春
木
南
湖
の
「
カ
ピ
タ
ン
玄

関
之
阿
」
で
は
肘
掛
子
摺
を
朱
塗
と
記
し
て
い
る
が
、
Ii 
カ、

の
絵
に
は
ま
っ
た
く
み
ら
れ
な
い
の
で
、
今
回
は
採
用
し
な

か
っ
た
。
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。
作
業
を
終
え
て

長
崎
の
出
島
と
い
え
ば

、

鎖
国
時
代
の
日
本
の
シ
ン
ボ
ル

で
あ
り
、
日
本
史
の
み
な
ら
ず
世
界
史
の
大
き
な
流
れ
に
浮

か
ぶ
人
工
島
、
で
も
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
王
室
所
蔵
の
江
戸
期
の

ら
で
ん
か
い
ぞ
う
が
ん

漆
塗
り
キ
ャ
ピ
、
亦
ッ
ト
に
、
見
事
な
螺
銅
（
貝
象
最
）
で
出

島
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
国
際
的
な
意
味
を

う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
出
島
は
、
学
校
の
歴
史
の

教
科
書
に
も
必
ず
登
場
し
、
絵
画
資
料
は
数
多
く
残
さ
れ
、

ま
た
そ
の
跡
地
は
観
光
名
所
と
も
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ほ
ど

『
出
島
の
世
界
史
』

。
リ
l

フ
デ
号
の
航
海

長
崎
出
品
は
、
従
来
か
ら
日
本
史
の
枠
組
み
の
中
で
語
ら
れ
る
こ
と

が
多
か
っ
た
。
穂
川
幕
府
に
よ
る
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
と
、
そ
れ
に
伴
う

鎖
国
政
策
の
た
め
に
、
出
島
は
築
造
さ
れ
た
と
。
し
か
し
そ
の

一
方
で
、

幕
府
の
鎖
国
政
策
を
、
世
界
史
の
大
き
な
流
れ
の
中
、
で
捉
え
る
こ
と
も

で
き
る
。
な
ぜ
な
ら
出
島
の
時
代
は
、
ア
ジ
ア
で
は
中
国

・

朝
鮮
の
海

禁
政
策
が
確
立
し
て
い
た
が
、
西
洋
で
は
大
航
海
時
代
か
ら
近
代
へ
の

転
換
期
に
山
寸
た
り
、
イ
ス
パ
ニ
ア
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ラ

ン
ダ
、
フ
ラ
ン
ス
、
さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
な
ど
の
列
強
諸
国
が
東
洋
の
海

を
舞
台
仁
、
権
益
拡
大
を
め
ざ
し
蛾
烈
な
競
争
を
繰
り
広
げ
た
激
動
の

時
代
、
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
世
界
史
に
お
け
る
出
向
の
位
置
付
け
そ
知
る
た
め
に
、
こ
こ

で
は
一
つ
の
航
海
の
物
語
か
ら
始
め
る
こ
と
に
し
よ
う
。

一
瓦
九
八
年
六
月
、
五
隻
の
オ
ラ
ン
ダ
船
が
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
の
港
を

出
航
し
た
。
大
岡
洋
を
南

下
し
、
マ
ゼ
ラ

ン
海
峡
を
越
え
る
ま
で
に
三

隻
そ
失
う
閑
難
な
航
海
だ
っ
た
が
、
残
る
二
隻
は
日
本
を
、
あ
る
い
は

そ
の
近
く
に
あ
る
t

い
わ
れ
た
伝
説
の
金
銀
烏
を
め
ざ
し
航
海
を
続
け

た
。
し
か
し
、
二
隻
も
や
が
て
恭
風
雨
に
遭
っ
て
散
り
散
り
t

な
り
、

リ

l

フ
デ
（
慈
愛
）
t

名
付
け
ら
れ
た

一
隻
だ
け
が

一
六
O
O

（
慶
長

五
）
年
同
月
、
盟
後
（
大
分
）
の
海
岸
に
漂
着
し
た
。
オ
ラ
ン
ダ
を
出

て
か
ら
約
二
年
、
リ
ー
フ
デ
口
す
だ
け
で
も
一
一
O
人
い
た
乗
組
員
の
う

ち
、
生
存
者
は
わ
ず
か
に
二
阿
人
、
で
あ
っ
た
と
い
う
。

国
は
、
布
教
活
動
を
禁
じ
て
列
強
の
進
出
を
水
際
で
防

u
t、
国
内
政
治

に
勢
力
を
傾
け
る
意
味
も
あ
っ
た
。
貿
易

t

内
政
を
巧
み
に
操
作
す

る
：
；
：
こ
の
微
妙
な
政
策
を
実
現
す
る
に
は
、
重
要
な
脇
役
が
必
要
で

あ
っ
た
。
つ
ま
り
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
代
わ
る
交
易
の
相
手
国
t

な
り
、
し

か
も
禁
教
令
に
従
う
園
、
そ
れ
は
オ
ラ
ン
ダ
ぞ
お
い
て
外
に
な
か
っ
た
。

一
五
八
一
年
に
独
立
官
一
言そ
し
て
以
来
、
同
家
基
盤
の
確
立
を
急
い

で
い
た
オ
ラ
ン
ダ
の
側
、
て
も
、
日
本t
の
交
流
そ
深
め
る
機
会
を
求
め

て
い
た
。
一
六
O
九
年
に
は
一
千
戸
に
商
館
を
置
き
、
日
本
t

の
木
格
的

な
通
商
を
進
め
る
t

と
も
に
、
ア
ジ
ア
海
域
、
て
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
を
駆
逐

し
、
続
い
て
イ
ギ
リ
ス
と
敵
対
し
て
そ
の
権
益
を
次
々
と
街
か
し
、
実

h

を
示
し
て
い
た
。

そ
ん
な
折
、
イ
ス
パ
ニ
ア
支
配
下
の
マ
ラ
フ
仁
い
た
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

会
、
ド
ミ
ニ
コ
会
の
修
道
士
た
ち
が
、
日
木
、
て
の
布
教
活
動
に
熱
を
入

れ
始
め
た
。
従
来
か
ら
日
本
に
根
を
下
ろ
し
て
い
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
イ

エ
ズ
ス
会
も
、
対
抗
し
て
熱
心
に
布
教
を
始
め
た
た
め
、
日
本
に
急
速

に
信
者
が
増
え
始
め
た
。
そ
れ
に
つ
れ
て
幕
府
の
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
も

強
ま
り
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
と
っ
て
不
利
な
事
態
が
続
い
た
。
こ
の
国
際

的
な
布
教
競
争
が
も
た
ら
し
た
緊
張
状
態
の
下
て
、
二
ハ
三
四
年
か
ら

三
六
年
に
か
け
て
建
造
さ
れ
た
の
が
、
長
崎
出
島
、
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は

長
崎
の
市
街
地
に
居
住
し
て
い
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
を
、
す
べ
て
幽
閉
す

る
た
め
の
施
設
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
島
原
の
乱
と
い
う
決
定
的

な
事
件
が
起
き
る
と
、
つ
い
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
出
島
か
ら
も
追
放
さ
れ
、

日
本
へ
の
来
航
を
全
面
的
仁
禁
じ
ら
れ
た
。
つ
ま
り
出
島
の
築
造
は
、

徳
川
幕
府
に
よ
る
一
連
の
鎖
国
政
策
の
完
成
を
恵
味
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

ポ
ル
卜
、
方
山
川
が
追
放
さ
れ
た
時
、
オ
ラ
ン
ダ
は
ア
ジ
ア
の
拠
点
で
あ

っ
た
パ
タ
ヴ
ィ
ア
（
の
ち
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
）
で
一
大
祝
宴
を
聞いた
t

い
わ
れ
る
。

オ
ラ
ン
ダ
は
、
白
木
市
場
の
獲
得
競
争
に
勝
利
し
た
の
で

あ
る
。
そ
し
て
二
年
後
に
は
平
戸
の
オ
ラ
ン
、
ダ
商
館
が
長
崎
へ
と
移
さ

れ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
ポ
ル
ト
、
万
ル
の
追
放
に
よ
り
利
を
失
っ
た
長

崎
商
人
た
ち
の
、
幕
府
に
対
す
る
強
力
な
働
き
か
け
が
あ
っ
た
。
そ
の

結
果
、
長
崎
出
島
は
西
，
洋
t

の
唯
一
の
交
流
の
場
と
し
て
鎖
国
日
本
の

象
徴
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
日
本
市
場
を
独
占
し
た
オ
ラ
ン

、
ダ
は、
少
な
く
と
も

一
七

世
紀
の
聞
は
相
当
な
利
益
に
恵
ま
れ
た
。
一
六
四
九
年
仁
出
島
の
商
館

が
あ
げ
た
利
益
（
七
O
万
グ
ル
デ
ン
以
上
）
は
、
ア
ジ
ア
各
地
の
商
館

巾
で
も
飛
び
抜
け
て
多
か

っ
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
幕
府
の
貿
易

量
制
限
や
ア
ジ
ア
海
域
に

お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
巻
き
返
し
な
E

の
影
響

で
、
莫
大
な
利
益
を
あ
げ
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
た
が
、
そ
れ
で
も

ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
の
国
家
基
盤
が
弱
か
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
仁
と
っ
て
貿
易
立

国
は
不
可
欠
で
あ
り
、
’
と
り
わ
け
日
本
市
場
の
重
要
性
に
変
わ
り
は
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

有
名
な
出
島
で
あ
り
な
が
ら
、
復
元
作
業
を
始
め
て
み
る
と
、

実
際
に
は
不
明
の
こ

と
、
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
築
造
の
技
術
や

扇
形
の
意
匠

、

カ
ピ
タ
ン
部
屋
の
立
面
構
成
な
ど
、
一
つ
一

つ
の
調
査
を
進
め
る
過
程
で
、
次
々
と
多
く
の
疑
問
と
出
会

い
、
そ
の
解
明
に
予
想
外
の
時
間
と
子
聞
を
要
し
た

。

そ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
、
出
島
築
造
当
初
の
地
盤
状
況
や

石
垣
構
造
の
解
明
、
扇
形
の
効
果
の
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
解
析
な

ど
、

い
く
つ
か
の
新
し
い
試
み
を
成
し
得
た
こ
と
は
、
復
元

作
業
の
大
き
な
喜
び
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
時
代
は
少
し
下
る

リ
ー
フ
デ
号
は
、
徳
川
家
康
の
命
に
よ
り
堺
へ
、
そ
し
て
浦
賀
へ
と

回
航
さ
せ
ら
れ
た
。
船
に
積
ま
れ
て
い
た
大
砲
が
、
そ
の
年
の
九
月
に

始
ま
っ
た
関
ケ
原
の
戦
い
に
使
用
さ
れ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。

ま
た
、
乗
組
員
の
中
に
航
海
士
だ
っ
た
イ
ギ
リ
ス
人
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア

ダ
ム
ズ
が
お
り
、
彼
が
の
ち
に
三
浦
按
針
と
な
っ
て
家
康
に
重
用
さ
れ

た
こ
t

も
忘
れ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い

。
家
康
は
関
東
貿
易
構
想
t

も

い
う
べ
き
諸
外
国
t

の
交
易
計
画
を
持
っ
て
い
た
が
、
ァ
、
ダ
ム
ズ
は
そ

の
た
め
の
開
港
地
と
し
て
、
三
浦
半
島
の
浦
賀
を
推
挙
し
た
と
い
う
。

そ
れ
か
ら
二
丘
O
年
後
、
ア
メ
リ
カ
の
ペ
リ
ー
が
黒
船
を
率
い
て
浦
賀

に
来
航
し
た
歴
史
と
符
合
す
る
こ
と
は
興
味
深
い
。

。
激
動
の
ア
ジ
ア

海
域

リ
ー
フ
デ
号
の
漂
着
は
、
歴
史
的
に
み
て
二
つ
の
大
き
な
意
味
が
あ

っ
た
。
一
（
，
は
、こ
れ
を
端
緒
に
や
が
て
日
本
と
オ
ラ
ン
ダ
の
通
商
が

聞
け
、
江
戸
時
代
を
t

お
し
て
経
済
・

文
化
両
面
に
多
大
な
影
響
を
与

え
た
こ
と
で
あ
る
。
い
わ
ば
円
蘭
交
渉
史
の
始
ま
り
を
告
げ
た
事
件
、
で

あ
っ
た

。

t

同
時
に
、
オ
ラ
ン
ダ
t

日
本
と
の
遭
遇
は
、
当
時
の
極
東
貿
易
そ

独
占
し
て
い
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
支
配
に
風
穴
を
あ
け
、
東
洋
貿
易
地
図

合
塗
り
替
え
る
時
矢
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
イ
ス
パ
ニ
ア
と
ポ
ル
ト
ガ

ル
を
先
達
と
す
る
大
航
海
時
代
は
、
そ
れ
ま
で
無
縁
に
近
か
っ
た
ヨ
ー

ロ

ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
を
結
び

付
け
、
巨
大
な
国
際
市
場
を
成

立
さ
せ
た
。
そ
の
市
場
経
済
の
基
盤
と
な
っ
た
も
の
は

「
銀
」
で
あ
り

、

。
世
界
へ
の
ア
ン

テ
ナ
と
し
て

の
出
島

一
応
、
日
本
側
か
ら
み
る
と
、
西
洋
の
科

学
技
術
や
文
化
の
導
入
の

み
な
ら
ず
、
激
動
の
世
界
史
そ
の
も
の
を
、
出
品
をt
お
し
て
「
体
験
」

し
た
の
で
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
が
記
し
て
幕
府
に
提
出
す
る

『
風

説
井
』

は
、
世
界
情
勢
の
重
要
な
情
報
源
で
あ
り
、
大
名
た
ち
は
出
品

を
訪
れ
て
豪
華
な
も
て
な
し
を
受
け
つ
つ
、
世
界
の
動
き
に
つ
い
て
執

助
に
た
ず
ね
た

。

そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
限
ら
れ
た
誌
面
、
で
書
く
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

出
島
の
時
代
に
起
き
た
世
界
史
の
重
要
事
項
を
列
挙
し
て
み
る
と
、

オ
ラ
ン
ダ
が
ポ
ル
ト
、
ガ
ル
を
破
り
マ
レ
l

半
島
の
7

フ
ツ
カ
を
占
領

（
一
六
四
一
）
、
イ
ギ
リ
ス
の
ピ
ュ

ー
リ
タ
ン
革
命
こ
六
四

二
）
、
ヨ

ー
ロ

ッ
パ
列
強
国
が
オ
ラ
ン
、
ダ
の
独
立
を
不
認
（
一
六
四
八
）
、
イ
ギ

リ
ス
が
航
海
条
例
に
よ
り
オ
ラ

ン
ダ
商
船
を
圧
迫
二
六
五
二

、
第

一
次
i

三
次
英
蘭
戦
争
ご
六
五
二

l

七
四
）
、
ク
ロ
ム
ウ
エ
ル
の
改

組
に
よ
る
新
生
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
（

一
六
五
七
）
、
イ
ギ
リ
ス

王
政
復
古
（
一
六
六
O
）
、
清
朝
に
よ
る
中
国
統
一
（
一
六
六
二
）
、
フ

ラ
ン
ス
が
東
イ
ン
ド
会
社
再
興
（
一
六
六
四
）
、
イ
ギ
リ
ス
名
誉
革
命

（
一
六
八
八
）
、
イ
ギ
リ
ス
で
イ
ン
ド
織
物
キ
ャ
ラ
コ
流
行
（
一
七0
0

前
後
）
、
イ
ス
パ
ニ
ア
継
承
戦
争
（
一
七
O

一
）
、
イ
ギ
リ
ス
で
中
国
茶

の
ブ
ー
ム
（
一
七
二
O
頃
）
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
継
魚
戦
争
（
一
七
四

O
）
、

イ

ギ
リ
ス
産
業
革
命

（
一
七
七
O
頃
1

）
、
ア
メ
リ
カ
独
立
宣
言
ご

七
七
六
）
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
（
一
七
八
九
）
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
皇
帝
に

（
一
八
O
四
）
、
オ
ラ
ン
ダ
が
フ
ラ
ン
ス
に
併
合
さ
れ
る
（
一
八
一O
）
、

イ
ギ
リ
ス
が
パ
タ
ヴ
ィ
ア
を
占
領
（
一
八

一
二
、
英
米
戦
争
（
一
八

一
一
一
）
：
：
。

こ
の
ほ
か
、
イ
ン
ド
シ
ナ

半
島
を
中
心
と
し
た
ア
ジ
ア
地
域

全
体
に
、

現
代
へ
t

つ
な
が
る
新
し
い
国
家
の
枠
組
み
が
生
ま
れ
よ
う
t

し
て
、

揺
れ
動
い
て
い
た
こ
と
も
忘
れ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

徳
川
幕
府
は
、
遠
い
異
国
で
起
き
た
こ
う
し
た
出
来
事
の
情
報
を
、

一
年
遅
れ
く
ら
い
で
入
手
し
た
と
い
わ
れ
る

。
中
に
は

フ
ラ
ン
ス
革
命

の
よ
う
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
情
勢
の
混
乱
に
よ
っ
て
五
年
も
要
し
た
情
報

も
あ
っ
た
。

そ
の
問
、
オ
ラ
ン
ダ
は
国
力
が
表
退
し
、
自
国
の
船
を
送

る
こ
・
と
が
で
き
ず
、
パ
タ
ヴ
ィ
ア
で
雇
っ
た
外
国
船
に
オ
ラ
ン
ダ
国
旗

を
掲
げ
、
出
島
に
来
航
し
た

。

t

く
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
席
捲
す
る
と
、
オ
ラ
ン
ダ
は

一
時
占
領
さ
れ
、
大
陸
そ
の
も
の
も
封
鎖
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
自
国
に

帰
れ
な
く
な
っ
た
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
船
籍
の
船
も
パ
タ
ヴ
ィ
ア
で
雇
わ
れ

、

出
島
に
来
航
し
た
。
鎖
国
の
日
本
に
、
実
際
に
は
数
多
く
の
外
国
船
が

訪
れ
、
出
島
と
出
会
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
ん
な
中
、
一
八
O
八
年
に
イ

が
、
カ
ピ
タ
ン
部
屋
と

い
う
歴
史
的
に

も
重
要
な
役
割
を
果

た

し
た
建
物
の
姿
を

、

建
築
的
な

視
点
か
ら
捉
え
直
す
こ

と

が
で
き
た
。
土
木
・

建
築
の
両
復
元
を
合
わ
せ
て
、
読
者
の

方
々
が
よ
り
生
き
た
形
で
往
時
の
出
島
の
様
子
を
想
像
す
る

一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

な
お
今
回
の
復
元
は
、
長
崎
市
立
博
物
館
・

学
芸
員
永
松

実
氏
、
森
岡
美
子
氏

、

丹
羽
漢
吉
氏
を
始
め
、
多
く
の
先
達

に
よ
る
出
島
研
究
の
成
果
の
上
に
実
現
し

た
も
の

で
あ
る
。

最
後
に
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

イ
ス
パ
ニ
ア
は
支
配
下
の
メ
キ
シ
コ
と
ペ
ル
ー
か
ら
、
そ
し
て
ポ
ル
ト

ガ
ル
は
当
時
世
界
の
銀
産
出
量
の
三
分
の
一
を
ま
か
な
っ
た
と
い
わ
れ

る
日
本
か
ら
銀
ぞ
得
て
、
こ
れ
を
基
に
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
み
な
ら
ず
ア
ジ

ア
の
市
場
、
て
交
易
に
よ
っ
て
莫
大
な
利
益
を
あ
げ
て
い
た
。

こ
の
二
国
に
遅
れ
て
大
航
海
時
代
へ
と
突
入
し
た
イ
ギ
リ
ス
や
オ
ラ

ン
ダ
が
め
ざ
し
た
も
の
も
、
や
は
り
ア
ジ
ア
の

、

そ
し
て
日
本
の
市
場

で
あ
っ
た
。
一
六
O
O
年
に
は
イ
ギ
リ
ス
が
、
続
い
て
一
六
O
二
年
に

は
オ
ラ
ン
ダ
が
東
イ
ン
ド
会
社
を
設
立
し
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
市
場
Jて
莫
大

な
利
益
を
も
た
ら
す
胡
概
や
香
料
を
求
め
、
本
格
的
に
イ
ン
ド
洋
へ
と

乗
り
出
し
た
。
こ
の
海
域
に
は
ア
ラ
ビ
ア
や
中
国
の
商
人
、
朱
印
船
貿

易
に
よ
る
日
本
の
商
人
た
ち
も
活
躍
し
、
ま
さ
に
国
際
貿
易
戦
争
と
も

い
う
べ
き
様
相
を
呈
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
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。
徳
川
幕
府
の
政
策
と
オ
ラ
ン
ダ

そ
う
し
た
中
で
、
政
権
の
安
定
化
を
図
る
徳
川
幕
府
は
、
片
手
に
貿

易
の
利
を
握
り
、
も
う
片
手
、
て
キ
リ
ス
ト
教
の
禁
教
令
を
示
し
な
が
ら
、

鎖
国
へ
向
け
て
微
妙
な
政
策
を
取
り
始
め
る
。
イ
ス
パ
ニ
ア
や
ポ
ル
ト

ガ
ル
に
t

っ
て
、
貿
易
t

布
教
は
車
の
両
輪
で
あ
り
、
不
可
欠
の
要
素

で
あ
っ
た
。

そ
れ
を
な
ん
t

か
分
断
し
、
貿
易
の
利
は
得
な
が
ら

、

布

教
を
禁
じ
る
た
め
の
手
段
、
そ
れ
が
鎖
国
政
策
だ
っ
た
と
い
え
る
。

貿
易
商
か
ら
み
る
t

、
鎖
国
は
ア
ジ
ア
海
域
に
お
け
る
列
強
t

の
摩

擦
を
回
避
し
、
同
時
に
大
名
や
民
間
商
人
に
よ
る
自
由
貿
易
を
禁
じ
、

交
易
の
権
限
を
幕
府
だ
け
に
限
定
す
る
意
味
が
あ
る
。
そ
の
一
万
で
鎖

ギ
リ
ス
の
軍
艦
フ
ェ
l

ト
ン
ロ
す
が
オ
ラ
ン
ダ
船
を
装
っ
て
長
崎
に
入
港

し
、
威
嚇
す
る
事
件
が
起
き
た
。
幕
府
の
規
定
、
で
は
焼
き
打
ち
す
ぺ
き

一
大
事
だ
が
、
軍
備
が
整
わ
な
か
っ
た
た
め
仁
食
料
品
な
E

の
補
給
要

求
を
飲
み
、
そ
の
貨
を
負
っ
て
長
崎
奉
行
が
切
腹
す
る
と
い
う
事
件
も

発
生
し
て
い
る
。

そ
れ
ば
か
り
か
オ
ラ
ン
ダ
は
、
英
仏
聞
の
戦
争
の
あ
お
り
を
受
け
、

パ
タ
ヴ
ィ
ア
を
イ
、
ギ
リ
ス
に
占
領
さ
れ
た
。
イ
ギ
リ
ス
は
勢
い
に
乗
っ

て
出
島
を
訪
れ
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
引
き
渡
し
さ
え
要
求
し
た
の
で
あ
る
。

当
時
の
商
館
長
へ
ン
ド

リ
ッ
ク

・
ド
ゥ

l

フ
は
頑
と
し
て
こ
れ
を
拒

否
す
る
が
、
オ
ラ
ン
ダ
船
は
つ
い
に
一
隻
も
入
港
し
な
く
な
り

、
日
蘭

の
交
易
は
し
ば
ら
く
途
絶
え
、
彼
は
実
に
一
五
年
に
わ
た
り
商
館
長
と

し
て
滞
在
す
る
こ
と
に
な
っ
た

。

こ
れ
は
余
談
だ
が
、
ド
ヮ
1

フ
は
の

ち
に
帰
国
す
る
と
き
、
遊
女
と
の
聞
に
生
ま
れ
た
九
歳
の
男
の
子
の
行

か
げ
〈
に

末
を
案
じ
、
長
崎
奉
行
で
あ
っ
た
遠
山
左
衛
門
尉
景
耳
目
（
あ
の
桜
吹
雪

の
遠
山
の
金
さ
ん
の
父
親
）
に
依
託
。
遠
山
も
真
撃
に
そ
の
願
い
を
聞

き
届
け
た
と
い
う
、
人
情
味
あ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
残
し
て
い
る
。

そ
れ
に
し
て
も
東
洋
の
端
に
浮
か
ぶ
小
さ
な
出
島
が
、
ナ
ポ
レ
オ
ン

の
影
響
を
直
接
、
あ
る
い
は
間
接
に
受
け
た
こ
と
な

E

、
当
時
の
幕
府

の
役
人
た
ち
は
ど
れ
ほ
E

詳
し
く
知
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。

こ
う
し
た
難
局
を
乗
り
越
え
な
が
ら
、
再
び
オ
ラ
ン
ダ
は
国
勢
を
回

復
し
、
日
蘭
貿
易
は
そ
の
後
も
継
続
さ
れ
た
。
一
八
二
三
年
に
は
フ
ィ

リ
ッ
プ
・

フ
ラ
ン
ツ

・

フ
ォ
ン

・

シ
l

ボ
ル
ト
と
い
う
、
日
本
に
大
き

な
足
跡
を
残
し
た
人
物
を
迎
え
る
。
円
本
人
が
出
島
か
ら
、
も
っ
と
も

積
極
的
か
つ
多
く
の
こ
と
を
学
び
、
蘭
学
が
花
聞
く
時
代
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。

し
か
し
国
際
情
勢
か
ら
み
る
と
、
東
洋
の
海
は
す
で
に
イ
ギ
リ
ス
が

支
配
し
、
ア
メ
リ
カ
と
い
う
新
興
勢
力
も
本
格
的
に
ア
ジ
ア
へ
と
乗
り

出
し
、
ア
へ
ン
戦
争
（
一
八
四
O
）
、
南
京
条
約
（
一
八
四
二
）
の
情

報
を
オ
ラ
ン
ダ
は
積
極
的
に
『
別
段
風
説
書
』
で
幕
府
に
知
ら
せ
、
日

本
は
否
応
な
く
開
国
へ
向
か
っ
て
遅
い
歩
み
を
始
め
、
ざ
る
を
得
な
く
な

っ
た
。

一
八
五
三
年
に
ペ
リ
ー
が
浦
賀
に
来
航
し
た
の
を
契
機
に
、
幕

府
は
次
々
と
諸
外
国
と
通
商
条
約
を
締
結
。
や
が
て
出
鳥
の
オ
ラ
ン
ダ

商
館
は
廃
止
さ
れ
、
領
事
館
と
な
っ
た
。
そ
し
て
一
・
八
六
八
年
、
鳥
羽
・

伏
見
の
戦
い
仁
敗
れ
た
幕
府
の
将
軍
徳
川
慶
喜
が
江
戸
へ
逃
げ
帰
っ
た

情
報
が
伝
わ
る
と
、
最
後
の
長
崎
奉
行
で
あ
っ
た
開
明
派
の
河
津
伊
豆

守
は
、
武
カ
衝
突
を
避
け
す
ぐ
に
海
路
脱
出
を
図
る
。
世
界
史
に
お
け

る
出
島
の
役
割
は
、
事
実
上
そ
こ
で
終
わ
っ
た

。
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